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本研究では、モデルプラントによる評価手法･モデル開発を通じ、レベル 1PRA からレベル 2PRA までの一

貫した津波 PRA の技術基盤を整備する。その 17 では、実機を対象としたレベル 2 津波 PRA のうち、不確実

さ評価について報告する。 
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1. 緒言 

既報告では、津波による事故シナリオを統合的に取り扱える事故シーケンス評価モデルを用いた格納容器

機能喪失頻度（CFF）の点推定評価、津波による原子炉建屋内浸水の影響を考慮したソースタームの点推定評

価を実施してきた。ここでは、同モデルを用いた CFF およびソースタームの不確実さ評価を実施した。 

2. 不確実さ評価 

2-1. 格納容器機能喪失頻度の不確実さ評価 

津波発生頻度は固定とし、津波フラジリティ、人的過誤事象、

偶発故障について不確実さ分布を考慮した条件付き格納容器

機能喪失確率に対する不確実さ評価を実施した。 

2-2. ソースタームの不確実さ評価 

文献[1][2]を基に核分裂生成物（FP）の移行挙動に着目した不

確実さ因子を抽出し、不確実さ幅を設定した。ここでは、発生

頻度およびソースタームの大きい放出カテゴリを対象に不確

実さを定量化し、CFF の定量結果と合わせて図 1 のようなモデ

ルプラントに対するリスクプロファイルを特定した。 

3. 結論 

モデルプラントを対象として格納容器機能喪失頻度および

ソースタームの両者の不確実さを定量化し、リスクプロファイルを特定する手法を整備した。本成果は、安

全性向上の取り組みに向けた津波 PRA の技術基盤構築に資する。 
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図 1 リスクプロファイルのイメージ 
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